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論文内容の要旨 
【目的】出生直後に蘇生が必要と予見される児では、パルスオキシメータの装着を考慮するが、
測定には数分を要し、また出生直後は不正確な可能性がある。近年、近赤外分光法を用いて、
瞬時に組織酸素飽和度(SO2）が測定可能な診察指装着型オキシメーター(Toccare)が開発され、
われわれはその安全性と実行可能性について報告してきた。健常新生児に対して Toccare を
用いて rSO2head を測定し、出生直後 10 分間の Toccare の基準値を作成する。 
【方法】2015年 11月～2017年 3月出生の在胎期間37週以上の正期産児を対象とした。先天奇形、
呼吸補助・酸素投与を必要とする児、吸引・鉗子分娩は除外した。出生後、分娩立会い者の
指に Toccare センサープローブを装着し、新生児の前額部左前頭頭頂部を介して、生後 10 分
まで 1秒毎に rSO2head を測定した。 
【結果】正期産児 127 人の rSO2head を測定し、62946 データポイントを記録した。対象児の在胎
期間、出生体重、アプガースコア (1 分) / (5 分)の平均値 (SD)はそれぞれ、37.6 (1.00)、
2747 (376) g、8.2（0.5）/ 9.1（0.4）だった。経膣分娩は 19 例 (15%)だった。有害事象は
認めなかった。生後 1分での 3、10、50、90、97 パーセンタイル rSO2head 値はそれぞれ 33.1%、
35.6%、44.6%、51.5%、56.7%で生後 2 分では 33.2%、37.7%、46.0%、55.9%、59.5%、生後 5
分では 38.7%、41.9%、52.4%、61.7%、66.6%だった。rSO2head >50%に到達する時間は中央値
で 3.5 分 (四分位範囲：2-5 分)だった。 
【結論】正常正期産児の生後 10 分間の rSO2head 基準値を示した。Toccare を用いた rSO2head 測
定は、指装着型のため蘇生者以外に測定者 1 人の確保が必要であり、安定した測定の継続も
困難なことが多い。現在、新生児接着型の測定用プローブを開発中である。 
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